
 

 1 

2025 年度 京大世界史 第 1問〔問題編〕 

 

 今回は 2025 年度の京大の第 1 問を解説したいと思います。京大の第１問は中国史やイ

スラーム史を中心にアジア史の出題が中心ですが、2025年度はイスラーム史でした。イス

ラーム史は多くの受験生が苦手分野としますので、ぜひチャレンジしてみてください。 

  

 

Ⅰ 世界史探究問題 

 

  オスマン帝国は、バルカン半島や地中海などでヨーロッパの諸勢力と戦いながら、そ

の勢力圏を拡張していった。2度のウィーン包囲とその帰結に必ず言及しながら、15世

紀中頃から 17世紀末に至る、オスマン帝国とヨーロッパの諸勢力との抗争と、それによ

るオスマン帝国の支配領域の変化を 300字以内で説明せよ。解答は所定の解答欄に記入

せよ。句読点も字数に含めよ。 

 

 

2025 年度 京大世界史 第 1問〔解答解説編〕 

 

【解答】 

オスマン帝国は 1453 年にビザンツ帝国を滅ぼし、同世紀にバルカン半島の全域を支配

した。16世紀にはハンガリー軍を破り、ハンガリーを支配した。さらにハプスブルク帝国

の首都ウィーンを攻撃する第１次ウィーン包囲を行ったが失敗した。しかし、プレヴェザ

の海戦ではスペインなどキリスト教国の連合艦隊を破り、地中海の制海権を握った。また

16世紀後半のレパントの海戦ではスペインやヴェネツィアなどに敗れたが、地中海の制海

権は維持した。17世紀末にオーストリア帝国の都を包囲する第２次ウィーン包囲を行うが、

オーストリア・ポーランドに敗北した後、カルロヴィッツ条約によりハンガリー・トラン

シルヴァニアを失う事となった。（299字） 
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【解説】 

【論題】  

15世紀中頃から 17世紀末に至る、オスマン帝国とヨーロッパの諸勢力との抗争と、 

それによるオスマン帝国の支配領域の変化 

［条件］ 

  2度のウィーン包囲とその帰結に必ず言及する 

 

 まず論題で注意して欲しい点が２点。 

●15世紀中頃から 17世紀末に至るとは？ 

「中頃」とはその世紀の 40年代から 60年代にかけて、「末」とはその世紀の 80年代以

降を指すのが一般的。つまり、 

○始点 1440年代～60年代 ○終点 1680 年以降～1700年 となる。 

●オスマン帝国とヨーロッパの諸勢力との抗争と、それによるオスマン帝国の支配領域の

変化とは？ 

〈原因〉オスマン帝国とヨーロッパの諸勢力との抗争 

 〈結果〉オスマン帝国の支配領域の変化 

  これらの因果関係が分かる論述を心がけたい。 

  

 さらに注意したいのが、問題文にある「オスマン帝国は、バルカン半島や地中海などで

ヨーロッパの諸勢力と戦いながら、その勢力圏を拡張していった。」という部分。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ヨーロッパの諸勢力と戦いながら」とあるため、オスマン帝国の勢力圏の拡大として

マムルーク朝を滅亡させたセリム１世の記述は除外すること。 

また、［条件］2度のウィーン包囲とその帰結に必ず言及する。 

こちらは「オスマン帝国とヨーロッパの諸勢力との抗争」で必ず組み込むことに注意。 

 

地  中  海 

バルカン半島 

ヨ ー ロ ッ パ 

オスマン帝国 
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では、○始点 1440年代～60年代 ○終点 1680年以降～1700 年 と 

〈原因〉オスマン帝国とヨーロッパの諸勢力との抗争 

  〈結果〉オスマン帝国の支配領域の変化 

この２点に注意して論題をみていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こちらは研伸館の世界史のテキスト『体系化する世界史』より抜粋したものですが、 

○始点である 1440 年代～60 年代は「メフメト２世による 1453 年のコンスタンティノ

ープル攻略」となります。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 また、同じくこちらも研伸館の世界史のテキスト『体系化する世界史』より抜粋した

ものですが、 

○終点である 1680年以降～1700年は「1699年 カルロヴィッツ条約の締結」となりま

す。 
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では、［条件］である 2度のウィーン包囲とその帰結に必ず言及した上で、【論題】の 

「15 世紀中頃から 17 世紀末に至る、オスマン帝国とヨーロッパの諸勢力との抗争と、そ

れによるオスマン帝国の支配領域の変化」を解説していきましょう。まず構想メモです。 

 

●構想メモ 

＜オスマン帝国とヨーロッパの諸勢力との抗争＞  ＜オスマン帝国の支配領域の変化＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

1453年 

 メフメト２世によってビザンツ帝国が滅亡 

1526年 

 スレイマン１世によるモハーチの戦いで 

ハンガリー軍を破る 

1529年 

 同皇帝によってはハプスブルク帝国の都である 

ウィーンを攻撃する第１次ウィーン包囲が 

行われる 

 →冬の寒冷化によって撤退し、失敗 

1538年 

 同皇帝によるプレヴェザの海戦でスペイン・ 

ヴェネツィア・ローマ教皇などの連合艦隊を破る 

 

1571年 

 レパントの海戦でスペイン・ヴェネツィア・ローマ 

 教皇などの連合艦隊に敗北 

 

1683年 

 オーストリア帝国の都を包囲する第２次ウィーン 

包囲を行うが、オーストリア・ポーランドに敗北し、 

撤退 

1699年 

 オーストリア・ポーランド・ヴェネツィアとの間で 

カルロヴィッツ条約を結ぶ 

 

アナトリア半島に加えて 

バルカン半島全域を支配 

バルカン半島を北上し、 

ハンガリーを領土に加える 

 

 

 

 

 

 

地中海の制海権を握る 

 

 

 

キプロス島の占領やチュニジア併合

で地中海の制海権を維持 

 

 

 

 

 

 

オーストリアにハンガリー・トランシ

ルヴァニアを割譲し、バルカン半島の

領土の一部を失う 
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構想メモは【論題】の 15世紀中頃から 17世紀末に至る＜オスマン帝国とヨーロッパの

諸勢力との抗争＞を左に、＜オスマン帝国の支配領域の変化＞を右にメモ書きしています。 

 また、論述するに当たって、 

変化を問う問題の場合，変化の前と，変化の後、そしてその原因を考える。 

という点が重要となります。＜オスマン帝国の支配領域の変化＞について、その変化の

前と後で支配領域がどのように変化したかをしっかり分かるように書くことに気をつけて

ください。また、その原因は、構想メモの矢印が表すように＜オスマン帝国とヨーロッパ

の諸勢力との抗争＞となります。 

さらに【論題】である＜オスマン帝国とヨーロッパの諸勢力との抗争＞が分かるように、

“どのヨーロッパの諸勢力との抗争であったか”を書くべきだと思われます。解答例を参

考に論述してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


